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自閉スペクトラム症の子どものスクリーニングのための社会的認知検査の開発―検査試案の作成―

はじめに
　 自 閉 ス ペ クトラム 症（Autistic Spectrum 

Disorder：ASD）とは，社会的コミュニケーショ

ンの障害と限局的で反復的な行動や興味がある

ことで診断される1）．ASD児は早期療育の効果が

確認されており2）3），早期に発見することが望ま

れるが，現在ASDはDSM-5やICD-10 に基づいて

症候診断されることとなっており，経験を積んだ

医師などでないとその判断が難しい．ASD児の発

見のためには，その判断に用いることが出来る

客観的指標があることが望ましいが，いまだに

それは確立されていない．現在，臨床現場で使

用されているAutism screening questionnaire

（ASQ）4）, The Autism Spectrum Screening 

Questionnaire（ASSQ）-Revised（ASSQ-R）5）6）, 

Social Communication Questionnaire （SCQ）7）

などは，ASDのスクリーニング検査であるが質問

紙であるため，保護者の認識が結果に反映される

可能性がある．子どもに直接的に実施する検査で

は心の理論課題検査（TOM）8）があるが，これは

一次の心の理論の検査であり，一次の心の理論が

獲得できる前の年齢や獲得後の年齢の子どもの検

査としては不十分である．アニメーション版心の

理論課題ver.29）も心の理論の検査に使用されて

いるが，これも一次の心の理論が通過できる前の
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要旨：自閉スペクトラム症をスクリーニングするための社会的認知を評定す

る検査を開発するために，４種の検査試案を作成し，３歳から８歳の一般児

童27名に実施した．そのスコアと年齢の関係，内部一貫性を検証した．

　その結果，月齢と「表情の読み取り」（r=0.487，p=0.01），「対人交流場

面の行動」（r=0.802，p<0.001），「違和感のあるストーリー」（r=0.630，

p<0.001），「共感性と心の理論が必要なストーリー」 (r=0.696，p<0.001）

のスコアに相関が見られた．信頼性分析におけるCronbachのα係数は0.644

であった．

　今後，更に信頼性，妥当性の検証を進める必要がある．
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年齢には適用できない．そこで，幅広い年齢に適

用できるASDの客観的なスクリーニングツールが

必要である．そのようなツールがあれば，ASD児

を早期発見したり保育園や学校等で，そのリスク

を発見することが可能になると考える．

　そこで本研究では，まず幼児から学齢児までの

幅広い年齢層に適用できるASD児スクリーニング

検査作成のために先行研究に基づき，心の理論の

問題10-12）をとらえるための検査や心の理論を反映

すると考えられる社会スキルをとらえるための検

査を作成することとした．

　作成を試みる検査は，新しいものであるため幼

児に実施できるか，対象となる子どもの検査とし

て難易度が的確か否かを確認する必要がある．ま

た，それらの検査スコアが年齢が向上することに

伴う社会性の発達的変化をとらえることができる

かを確認する必要がある．そこで，作成した検査

試案を幼児から学齢児に実施し，難易度が的確か

否か，検査スコアが年齢増加に伴い向上するのか

否かについて検証することとした．

　先行研究において心の理論検査のスコアは女

性のほうが男性よりも高いことが分かっている

ため13）-15），各検査スコアに男女差があるか否か

についても検証することとした．

方　法
１．対象
　研究の対象はA市内の保育園または小学校に通

う児で，保育士や担任教師から見て発達障害特性

がない３歳10ヶ月から８歳８ヶ月までの27名（男

12名，女15名）であった（表１）．担任を通して

保護者に文書で研究参加を依頼し，研究協力に同

意が得られた児童を対象とした．

２．課題
　まず社会性の発達に関する先行研究に基づき心

の理論やそれを反映する社会スキルの能力をとら

えるための検査試案４種を作成した．これらの検

査は全て子どもと検者が１対１で机に向かい合っ

て行う．それぞれの検査作成の背景と内容，実施

方法，採点法を次に示す．

①表情の読み取り

　Baron-Cohenら16）は，被験者に人の目の写真

を見せて，その人の気持ちを回答させる方法によ

る心の理論テストを考案した．このテストではア

スペルガー症候群の成人は成績が低かったことが

明らかになっている16）．但し，このテストは気持

ちが文字で書かれた選択肢から選ぶ方法であるた

め，幼児などには用いることができなかった．そ

こで，我々は目の周辺の写真のマッチング課題で

ある「表情の読み取り」を作成した．図１は，「表

情の読み取り」課題の一つである．検査において

被検児は，上部に示した写真と一番近い気持ちの

写真を下の選択肢から選ぶことを指示される．こ

のような課題を22種作成した．そして，それぞれ

について19-22歳の健常学生20名（男子５名，女

子15名）に回答してもらい，それぞれの課題の選

択肢の中で，学生が正答と回答した比率が最も高

く，かつ50％以上であったものを正答とした．図

１では「２」が正答となる．各項目において子ど

もが正答した場合，それぞれ１点を与える．

表１．対象児の性別・年齢

図１．「表情の読み取り」検査の一例
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②対人交流場面の行動

　社会スキルの低さはASD児者の特徴として知ら

れている17）．これまでもVineland適応行動尺度の

ような半構造化面接やKIDS乳幼児発達スケールな

どの質問紙で自閉症児が社会性の領域でスコアが

低いことが指摘されてきた18）19）．そのため，社会

スキル発達をとらえることは重要と言える．子ど

もへの直接的検査で社会スキルの発達をとらえる

検査は日本では見当たらないが，そのようなテス

トが社会的発達を評定するうえで重要と考えられ

たために社会スキルに関する知識を問う課題であ

る「対人交流場面の行動」を作成した．この検査は，

日常生活の中で起こる対人交流場面における行動

について口頭で問われる課題が含まれている（表

２）．例えば，「他の子どもを叩いてもいいですか．」

のような問題がある

　問題項目は大きく二つに分けられる．前半はシ

ンプルで日常よく経験する場面における適切な言

語での反応を知っているかどうかについて尋ねて

いる．後半の項目は行動の背景にある相手の気持

ちを推測して適切な意図を回答することを求めて

いる．例えば「Ａさんと一緒に帰る約束をしてい

ましたが，Ｂさんに誘われました．あなたはどう

したらよいでしょうか？」という問題がある．こ

のような検査を21項目作成した．各項目の問題を

検査者が子どもに口頭で質問し，子どもが口頭で

回答する．前半のシンプルな経験の項目（１-９）

は正答の場合１点，後半の課題（10-21）は正答

の場合２点，正答に近いが完全ではない回答に１

点を与える．

③違和感のあるストーリー

　Dewey20）はASDの青年を対象に社会的常識テス

トを作成し，実施している．このテストでは被験

者が短い物語を読み，その中に記述された言動を

「正常な行動」から「ショッキングな行動」まで

の４段階評定するものであった．この課題におい

てASDの青年は一般的な評価から逸脱した評価を

したことが報告されている20）．藤岡ら21）はDewey

の検査を参考に社会的行動の評価か課題を作成

し，そのスコアとAutism-Spectrum Quotient（AQ）

に相関が見られたことを報告している．このよう

に社会的常識を問う検査はASDの評価に用いるこ

とができる可能性があるが，Deweyのテストは文

章で書かれた物語を読んで理解する必要があった

ため，子どもに適用することが困難であった．そ

こで，我々は，絵に描かれた社会的交流場面にお

ける登場人物の行動について常識的か否かを回答

する課題を作成した（図２）．図２は，おばあさん

が一昨日荷物を持ってくれた少年に「昨日は荷物

を持ってくれたね．ありがとう」とお礼を言った

ことに対し，少年が「それは間違いです．荷物を

持ったのは一昨日です．間違えないでください」

と言っているストーリーを連続する絵で示してい

る．検者がこの絵を提示しながら，登場人物のや

りとりを口頭でも説明する．子どもは「×（変）」，

「△（どちらでもない）」，「×（ふつう）」のいずれ

かを指さす方法で回答する．この検査では，日常

生活で予測される社会的交流場面における行動の

表２．対人交流場面の行動

図２．違和感のあるストーリー
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違和感に気付けるか否かを評価することを目的と

している．このような課題を15項目作成した．各

項目が正答の場合，それぞれ１点を与える．

④共感性と心の理論

　前述のようにASD児には「心の理論」の障害が

あることが指摘されている11）12）．心の理論の障害

はサリーとアンの課題やスマーティーの課題など

誤信念課題によって明らかにされてきた11）22）．ま

た，高次心の理論検査も開発され，この検査で１

次の心の理論課題に正答できるASD児にも心の理

論の問題があることが明らかにされた23）．ASD児

は心の状態に触れない行動的ストーリーの理解は

できたが，登場人物の心を読み取ることが必要な

心理的ストーリーは成績が低かったことが明らか

になっている24）．そこで，１次の心の理論だけで

なく，難易度を幅広く設けた心の理論検査を作成

することを目指した．これらのことから本研究で

は一次の心の理論課題から高次の心の理論の課題

を幅広く考案した．例えば，図３に示した課題では，

子どもがきれいな石を見つけた場合，次にどうす

るかを選択肢から選んで指さしで回答してもらう

（一般的な解答は右の母親に見せている絵）．この

ような課題を14項目作成した．この検査でも検者

が絵を指さしながら，内容を口頭で説明する．対

象児は絵を指さして回答する．各項目が正答の場

合，それぞれ１点を与えた．

３．検査の実施
　作成した４種の検査試案を第１，第２，第３，

第６著者が対象児に保育園または学校の一室で個

別に実施した．

４．分析方法
　各検査のスコアと対象児の月齢の相関を

Speamannの順位相関によって分析した．男女のス

コアの差はt検定によって分析した．

　本研究で用いた４つの検査の信頼性分析を行い

Cronbachのアルファ係数を求めた．

結　果
　対象児の本研究の検査のスコアと月齢の相関を

検査項目別に以下に示す．

１．「表情の読み取り」のスコア
　対象児のスコアは22点満点中８〜19点の間で

あった．「表情の読み取り」のスコアと月齢に相関

（r=0.487，p=0.01）が見られた（図４左上）．

２．「対人交流場面の行動」の合計スコア
　対象児の「対人交流場面の行動」の得点は33

点満点中，４〜32点であった．「対人交流場面の

行動」の合計スコアと月齢に強い相関（r=0.802，

p<0.001）が見られた（図４右上）．

３．「違和感のあるストーリー」の合計スコア
　対象児の得点は15点満点中８〜15点であった．

「違和感のあるストーリー」の合計スコアと月齢に

相関（r=0.630，p<0.001）が見られた（図４左下）．

４．「共感性と心の理論」の合計スコア
　対象児の得点は14点満点中６〜14点であった．

「共感性と心の理論」の合計スコアと月齢に相関

（r=0.696，p<0.001）が見られた（図４右下）．

５．性別での平均スコアの差の比較（図５）
　対象とした男女間での月齢の差は見られなかっ

た．しかし，表情の読み取りにおいて女児のほう

が男児よりスコアが高い傾向にあり，表情の読み

取りのみ傾向差が見られた（p<0.1）．

図３．共感性と心の理論をみるストーリー
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６．信頼性分析結果
　信頼性分析に基づくCronbachのアルファ係数

は0.644であった．ただし，「対人交流場面の行動」

の項目を削除した場合，同係数は0.71となった．

考　察
　本研究では教育，医療，保健，福祉，等あらゆ

る現場で使用可能なASD等の子どもを客観的にス

クリーニングできる検査を作成することを目的と

した．そのため，ASDにおいて問題が見られるこ

とが多い心の理論やそれと関連する社会スキルを

見ることができる検査を考案した．

　４種の検査いずれにおいても，最低得点が０点

のものはなく，本研究対象の下限年齢であった３

歳〜４歳児でも適用できる可能性が示された．「表

情の読み取り」，「対人交流場面の行動」は最高

得点を獲得した子どもがいなかったため，本研究

対象の上限年齢であった８歳児にも簡易すぎない

内容であると考えられる．「違和感のあるストー

リー」，「共感性と心の理論」に関しては満点を取

る子どもがいたため，８歳児には簡易すぎる可能

性がある．そのため，この２つの課題では難易度

の調整が必要であると考える．

　どの検査においても，月齢とスコアに有意な相

関が見られた．この結果から発達検査としての妥

当性の一部が示されたと考えられる．相関係数が

0.4〜07の場合「かなり相関がある」，0.7以上の

場合「強い相関がある」とされている27）28）.これ

に基づくと「表情の読み取り」，「違和感のあるス

図５．各検査の平均スコアの性差

図４．各検査の合計スコアと月齢の相関
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トーリー」，「共感性と心の理論」と月齢は，「かな

りの相関がある」，「対人交流場面の行動」と月齢

には，「強い相関がある」と言える．ただし，「対

人交流場面の行動」，「違和感のあるストーリー」，

「共感性と心の理論」では，課題のスコアと月齢

に相関が見られたことに年齢増加に伴う心の理論

以外の機能発達と月齢に相関が影響している可能

性が考えられる．「対人交流場面の行動」は，挨

拶やお詫びの仕方など教えられることで学ぶスキ

ルに関する質問が多いため，そのスコアは学習に

大きく影響を受けると考えられる．また「違和感

のあるストーリー」では社会的な交流場面での望

ましい行動を問う問題が多いため社会的行動に関

する学習の影響を受ける可能性がある．「共感性

と心の理論」では，ストーリーを理解するための

認知及び言語機能が必要となると考えられる．そ

のため，これら３つの検査のスコアには心の理論

以外の学習による知識や認知能力の発達が反映さ

れていた可能性がある．本研究の結果には心の理

論以外の認知発達の相関が影響した可能性がある

ため，今後の研究において交絡因子の調整をした

分析が必要と言える．「表情の読み取り」は月齢

との相関は認められたものの相関係数が４検査中

最も低かった．これは「違和感のあるストーリー」，

「共感性と心の理論」の検査のように課題志向時

にストーリーを理解する能力や継時的処理が必要

とされないことで，それらの能力の発達と月齢の

相関が除外されていたためかもしれない．それで

も相関が見られることから，「表情の読み取り」は

年齢増加に伴って改善することが窺える．

　「表情の読み取り」では女児の方がスコアが

高く，傾向差が見られた．これは表情認知能力

では幼児期から女性の方が優れているという

McClure29）の研究結果と一致している．このこと

から，標準スコアを男女別々で作成する必要があ

ることが推察された．

　Cronbachのアルファ係数については，0.644と

いう値が出た．受け入れ可能な信頼係数の値とし

て0.70以上が推奨されている30）．つまり，今回

の検査では内的整合性は十分でなかった．ただし

「対人交流場面の行動」の項目を削除し，他の３

検査で分析した場合，Cronbachのアルファ係数は，

0.71となった．他の３検査は，視覚情報による

検査内容の提示であるが，「対人交流場面の行動」

は聴覚言語情報の処理を要求する質問内容になっ

ているために他の検査とは異なる能力を要求して

いることが考えられる．したがって，このような

検査の内容の違いを勘案して検査の構成を検討す

る必要があると考える．

　本研究にはいくつかの限界がある．本研究は対

象児が27名と少ないため，今後は，対象児を増や

し研究を行う必要があると考えられる．また，月

齢が同じまたは近い場合であってもスコアに差が

見られる子どもがいたため，生育環境について兄

弟の有無や通園歴など，結果に影響を及ぼす要因

を考慮にいれた分析を行う必要がある．なお，本

研究では発達障害がないと判断された子どもを対

象に研究を実施したが，これらの検査のスコアが

定型発達児と自閉スペクトラム症児で異なるのか

否かについても検証が必要である．そして，本研

究で作成した検査の信頼性や妥当性の研究が必要

である．更に，本研究では３歳から８歳の子ども

のデータを収集したが，より高い年齢においてど

のような結果となるのか検証が必要である．
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Development of Social Cognition Tests for screening of young children with autism spectrum 

disorder -Making of pilot version tests-
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Abstract

　In order to develop social cognition tests that can screen children as young as 3 years 

old for autism spectrum disorder (ASD), we made 4 tests (pilot version) and examined the 

relationship between these tests’ scores and ages. We also examined internal consistency.

  Twenty-seven participants aged from 3 years to 8 years old were given 4 types of theory of 

mind tests; [Inference mind by eyes], [Inferring interpersonal relationship situation], [Normal 

or not normal], [Stories that need theory of mind and empathy].

  As result, there were significant correlations between age months and [Inference mind by 

eyes] (r=0.487, p=0.01), [Inferring interpersonal relationship situation] (r=0.802, p<0.001), 

[Normal or not normal] (r=0.630, p<0.001), and  [Stories that need theory of mind and empathy]

(r=0.696, p<0.001). The Cronbach α value was 0.644.

 The test scores increased with age was indicated. Further study should examine the 

reliabilities and the validities of these tests. 


